


















成人に比して小児ではネフローゼ症候群(NS)を呈する IgA 腎症の頻度が高いとする報告が

多い。一般に Mesangium 増殖性糸球体腎炎では光顕所見の進展と共に NSを呈するものの頻

度が増加する傾向が見られるが,第 24回日本腎臓学会総会で行なった IgA 腎症に関するア

ンケート調査によると,小児では NS を呈するものの頻度は成人と比較すると高値であるの

に比して,Creatinine clearance が低値を示す症例の頻度,慢性腎不全を示す症例の頻度は

少なく,特に後者は成人の 4 分の 1 に過なかった 1)。このことは小児では糸球体内 1gA 陽

性の Mesangium 増殖性糸球体腎炎の病態が成人と異なっていることを示すものとも考えら

れた。 

このような小児期の糸球体内1gA陽性のMe-sangium増殖性糸球体腎炎の特異性を知る目的

で NS を呈した症例を対象として,臨床像ならびに病理形態像について検討を加えた。 


